１．単元名　　　　　正多角形と円

２．単元の目標
観察や構成を通して、正多角形の意味や性質についての理解をするとともに、正多角形を作図したり、その性質を調べたりすることができる。また、円周の長さに対する直径の長さの割合を考えることを通して、円周率の意味や直径、円周、円周率の関係について理解し、それを用いることができる。

３．単元の主な学習活動
	時
	主な学習活動

	１
	・「正多角形」の性質や意味を理解する。

	２
	・円の中心の周りの角を等分して多角形をかく方法を理解する。

	３
	・円の半径を用いて正六角形をかくことができ、その方法で正六角形がかけるわけを考える。

	４
５
(本時)
	・正多角形の一つの内角の大きさをもとにして正多角形をかく方法を考える。

	６
７
	・「円周」について知り、円周は直径の3倍以上4倍以下であることを理解する。


	８
	・円の形をしたいろいろなものの直径と円周の長さの関係を調べる。
・円周率の意味や求め方を理解し、円周の長さを求める。

	９
	・円周の長さは直径の長さに比例していることを理解する。

	１０
	・学習内容の定着を確認し、理解を確実にする。



４．本時の指導（第４時・５時　２時間扱い）
（１）ねらい
正多角形の意味をもとに、プログラミングを用いて作図することを通して、正多角形をかく方法を考えることができる。
（２）展開
　　　　■ プログラミング教育（主にプログラミング的思考）との関連
	主な学習活動
	時間
	指導上の留意点
(教師の支援)
	評価方法

	１「辺の長さが全て等しい」「角の大きさが全て等しい」という正多角形の意味をもとにして、ものさしと分度器だけを使って正多角形をかく。[ワークシート①]

	15分
[個別]







	[ワークシート①を配布]
・角の多い正多角形を、手で正確にかくのは難しいことを実感できるように、ものさしと分度器だけを用いてかかせるようにする。
・正六角形をかくときに、かき方がわからない児童には、内角の大きさや辺の長さがそれぞれすべて等しいということを確認できるように、かかれている正六角形の内角の大きさと辺の長さを実際に測らせる。


	

	 ２　プログラミングを用いてかかれた正十二角形を確認する。


	5分
[一斉]プログラミングを使って、正多角形をかく方法を考えよう。

	・プログラミングを用いて、正十二角形をかく様子を見せることで、興味・関心を持たせるとともに、正確にはやくかけるコンピュータのよさにも気付かせるようにする。＜実行結果(正十二角形)＞






　プログラミングを用いて、正十二角形をかく様子を見せることで、興味・関心を持たせるとともに、正確にはやくかけるプログラミングのよさも知らせます。
　プログラミングを用いて、正十二角形をかく様子を見せることで、興味・関心を持たせるとともに、正確にはやくかけるプログラミングのよさも知らせます。

	

	３　プログラムの命令の意味を理解しながら、正方形をかく。
[ワークシート②_１]
・正方形の１辺目、２辺目をかく。プログラミングの組み方を知る。

・正方形の３辺目と４辺目をかく。


・正方形をかき、繰り返し命令を使う。
[ワークシート②_２]





	25分
[一斉]







[個別]



[個別]





	[ワークシート②_１を配布]
・ワークシート②を用いて、「長さ〇cmの線を引く」、「〇度測る」といった動きに、どの命令が対応するのかを確認させる。また、実際にプログラムを実行することで、「○歩動かす」「○度回す」の命令によって、矢印がどのように動き、作図されていくかということを確認させるようにする。
・プログラムを実行すると瞬時に動作が終わってしまうので、命令と命令の間に「１秒待つ」という命令を入れると、その前の命令の動作を確認することができることを説明する。
■実際にプログラムを実行させることで、線を引く命令や矢印を回す命令を、どのような順序で組み合わせればよいのかを考えさせるようにする。
[ワークシート②_２を配布]
・プログラミングを用いることで、正方形が正確に作図できることを確認させるようにする。
・組んだプログラムの中で同じ指示（繰り返し）の部分が何回かあることに着目させ、「繰り返し命令」があることを知らせる。また、「角（辺）の数」と「繰り返す回数」が同じであることに気付かせるようにする。
・繰り返しの命令を用いることで、プログラムが簡潔に組み立てられることを示し、コンピュータは繰り返しの命令が得意であるということを確認させるようにする。
	

	４　正三角形、正六角形をかく。
[ワークシート②_３]



	20分
[個別]





[グループ]





	[ワークシート②_３を配布]
■プログラミングを用いて正三角形をかく作業を通して、なぜ「60度回す」とすると正しくかくことができないのか、正六角形の半分がかけてしまうのかなどの疑問をもたせる。また、正六角形をかく作業を通して、なぜ「120度回す」とすると、正三角形がかけて、さらに一周してしまうのかを考えさせるようにする。
■正三角形と正六角形で間違えた結果をそれぞれ手がかりにして考えたり、他の児童と話し合いながら試行錯誤したりことにより、正三角形と正六角形を正確にかくことができ、一つの角の大きさと回す角度の関係を見いだせるようにする。
＜実行結果＞
正三角形をかこうとして、「60度回す」にした場合
正六角形をかこうとして、「120度回す」にした場合










■正六角形の場合は辺が多くなるため、「200歩動かす」の歩数を少なくしないといけないことにも、試行錯誤しながら見いださせ、プログラムを修正できるようにする。
・話合いをすることにより、回す角度は180°から一つの角の大きさを引くと求められることをグループ内で確認し、全体でも共有する。
	
・プログラミングを用いて正多角形をかく方法を考えている。
（学習活動の観察、ワークシートの記述内容）









	５　いろいろな正多角形をかく。
[ワークシート②_４]
・正八角形をかく。
・他の正多角形をかく。


【チャレンジ問題】
・正五角形をかく。


	20分
[個別]

[ペア]
[個別]

[ペア]


[個別]

個別】

	[ワークシート②_４を配布]
■正三角形・正六角形と同じように、正八角形はどのようなプログラムにすればよいのか考え、実際にかかせ確認できるようにする。
・ペアで正確にかけたことを確認するようにする。
・表から正多角形を選ばせ、どのようなプログラムにすればよいのか考え、実際にかかせるようにする。
・ペアで正確にかけたかどうかを確認できるようにする。

【はやく終わった児童にはチャレンジ問題を解かせる】
・正五角形の１つの角の大きさを求めさせる。その際、中心角から計算させてもよいし、一つの頂点からそれぞれの頂点に補助線を引き、三角形の数から内角の和を求めさせてから一つの角の大きさを求めさせてもよい。
・角が多い正多角形をかくことで、角が多くなると円に近づくことに気付かせるようにする。（次時の「円周」との関連）
・正多角形の角の数と左に回す角度の大きさの関係（[角の数]×[左に回す角度の大きさ]=360）に気付いた児童がいたら全体で共有させてもよい。
	
・これまで学習したことをもとに考えたことを活用して、プログラミングを用いて他の正多角形をかく。
（学習活動の観察、ワークシートの記述内容）


	６　振り返りをする。
	5分
[一斉]

	[bookmark: _GoBack]・これまでに学習したことを使って、プログラムを用いて作図できるよさや、友達の説明を聞いて自分の考えが深まるよさを感じられた子どもの振り返りを紹介する。また、本時の学びをこれからの学習に生かしていくことにつながる意見があれば、取り上げるようにする。
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